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はじめに  
 このガイドブックは、都民が中古戸建住宅（以下「既存戸建住宅」といいます。）
の取引にあたり、確認することが大切な事項を提示し、安心して売買できる環境を
整えることにより、既存住宅の円滑な流通を促進することを目的として、平成 19年
に初めて作成しました（「安心して住宅を売買するためのガイドブック」（戸建住
宅編））。 

都内には、160 万戸を超える既存戸建住宅（持家）のストックがあり、品質、性
能も徐々に改善されていますが、欧米の住宅に比べて、平均使用年数は 35年程度と
短く、流通割合も約 14.5％（全国）と小さいことから、これらの既存住宅ストック
が十分に有効活用されていない状況にあります。 

このことは、都民の家計だけでなく、社会全体にとっても大きな損失といえます。 
また、地球温暖化など環境問題が深刻化しており、住宅を長期にわたり活用し、
建築資材の消費量を減らすなど、環境への配慮が求められています。 

都民にとっては、既存住宅は「新築に比べ、より割安である」、「幅広い地域を選
択の対象とすることができる」といった取引上の利点があり、今では約半数が住み
替えにあたり、新築住宅にこだわらないというデータもあります。その一方で、建
物の品質やリフォーム等の履歴情報が十分に得られないことから、既存住宅の品質
や性能等に不安を感じる都民が多く、その流通が伸び悩んでいます。 

平成 30年度から、既存住宅売買の仲介に当たり、宅地建物取引業者（以下「宅建
業者」といいます。）による建物状況調査（インスペクション）の説明が義務となっ
たり、いわゆる安心Ｒ住宅制度の運用が開始されたほか、令和２年度から改正民法
が施行されるなど、既存住宅売買を取り巻く環境は変化してきています。 
このような状況も踏まえ、今般、ガイドブックを改定することとしました。 

本ガイドブックは、既存住宅を安心して取引するにあたって大切な確認事項を既
存戸建住宅売買の「物件チェックリスト」として提示するとともに、建物状況調査
（インスペクション）や既存住宅売買瑕疵保険などの安心して売買するための仕組
みや、「不動産取引と契約に際しての留意事項」について説明しています。 
また、既存戸建住宅の売買に関するガイドブックであることが一目で分かるよう、
冊子名を「安心して既存住宅を売買するためのガイドブック」（戸建住宅編）とし
ました。 

本ガイドブックが、都民や宅建業者をはじめとする関係者に活用されることによ
り、既存戸建住宅が安心して売買され、長く住み継がれていくことを期待していま
す。 

 このガイドブックは、平成 19年７月に発行した「安心して住宅を売買するため
のガイドブック（戸建住宅編）」の改定版として発行するもので、中古戸建住宅
（以下「既存戸建住宅」といいます。）を安心して売買できる環境を整えること
により、既存住宅の円滑な流通を促進することを目的としています。 

 平成 30年度から、既存住宅売買の仲介に当たり、宅地建物取引業者（以下  
「宅建業者」といいます。）による建物状況調査（インスペクション）の説明が
義務化され、また、国の制度に基づく「安心Ｒ住宅」のロゴマークの使用が開始
されたほか、令和２年度から改正民法が施行されるなど、既存住宅売買を取り巻
く環境は大きく変化しています。 

 本ガイドブックでは、既存住宅の取引に当たって大切な確認事項を「物件
チェックリスト」として示すとともに、建物状況調査（インスペクション）など
の「安心して売買するための仕組み」や「不動産取引と契約に際しての留意事
項」について説明しています。 

 本ガイドブックが活用されることにより、既存戸建住宅が安心して売買され、
長く住み継がれていくことを期待しています。 
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